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【ナノテクノロジー・材料科学技術】国家を支え新たな強みを生む研究開発の推進

 我が国が強みを持ち広範な産業の基盤を支える研究開発
 日本の経済・産業を活性化させるために、あらゆる科学技術分野の基盤をなす技術として、

 
ナノテクノロジー・材料科学技術を推進し、世界をリードする技術の創出を図る。
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※赤枠は事後評価対象課題。

 

は事後評価の実施時期。
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「グリーン・サステイナブルケミカルプロセス基盤技術開発」

 
（研究開発項目④化学品原料の転換・多様化を可能とする革新グリーン技術の開発））

『気体原料の化学品原料化プロセスの開発』（Ｈ23～25年度）

＜事後評価概要＞
過酸化水素の収率92%は目標（50％）を達成

 
しており、蓄積濃度5.6%は目標（10%）を下

 
回っているものの一部の実用化においては充

 
分な数値であり、高く評価できる。

＜事後評価概要＞
製造方法や信頼性評価については基礎的検討にとど

 
まっているものの、ステンレス鋼系については、強度

 
1200MPa以上、伸び20%以上を達成するなど、本課題

 
における所期の目標を概ね達成している。

＜事後評価概要＞
水分解光触媒について、世界最高活性を示

 
すなど、高いレベルでの研究事業を展開してお

 
り、全体として本課題における所期の目標を概

 
ね達成している。

『大規模展開を目指したソーラー水素光触媒システムの開発』

『鉄鋼の高性能化と低炭素化を両立する複層鋼板』

ナノテク・部材イノベーションプログラム
独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）

独立行政法人 科学技術振興機構（ＪＳＴ）

先端的低炭素化技術開発事業（ALCA）

還元的酸素分子の活性化に基づく

 
新しい環境調和型物質転換

基礎的部分

基礎的部分

革新的環境・エネルギー触媒の開発

超高強度軽量移動体を可能にする複層鋼板

資料

 

３－１
科学技術・学術審議会
研究計画・評価分科会
（第39回）
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